
パンデミックの先に働き盛りの女性がコロナ後遺症になりやすく予防するには? 

2024/1/15  毎日新聞 

新型コロナウイルスの後遺症については国内外のさまざまな研究論文から、働き盛りの女

性に発症しやすいなど、一定の傾向が徐々に明らかになりつつある。 

 世界保健機関（WHO）では、後遺症患者を「発症から 3カ月後に、2カ月以上の症状があ

る」と定義している。昨年 2 月に公表された横浜市立大病院の論文では、日本や米国、ス

イス、ノルウェーなどの 7万 4690人のデータを解析。オミクロン株感染者のうち後遺症患

者の定義に当てはまる人は 11％に上ると明らかにした。 

 症状別（複数回答）では、50％がだるさを訴え、頭がぼんやりするなどブレーンフォグ

は 41％に上った。その他の症状は、頭痛 29％▽記憶障害 28％▽嗅覚障害 26％▽うつ 23％

――などだった。 

 女性に発症しやすい傾向を明らかにしたのが、米ワシントン大の研究者らだ。22 年 10

月に米医師会誌に公表した論文では、米国やドイツ、イタリアなど 22カ国の 120万人を分

析した結果、女性の方が発症しやすく、20～40代に多かったとまとめた。発症のピークは

男女とも 20代だった。 

後遺症が続く期間はどうか。英医師

会誌に掲載された昨年の論文では、

半年続いた人は 28・9％で、1 年後

も 20・3％の人に症状が残った。2

年経過しても改善しなかったのは

18・1％だったため、研究チームは

「半年経過して回復しなければ、大

半で 2年間症状が続く」と結論付け

ている。 

 後遺症が長引くメカニズムも少

しずつ判明している。昨年 10 月に

ハーバード大の研究者らが公表し

た査読前論文によれば、12人の後遺

症患者と 43 人の健常者の脳内を比

較したところ、後遺症患者の脳には

幅広く神経症が増加していた。炎症

が後遺症の原因とみられている。 

炎症を引き起こす原因として別の論文では、体内に新型コロナウイルスが残る持続感染や

再活性化が指摘されている。感染をきっかけに免疫に異常が起こり、体を攻撃してしまう

ことも挙げられている。 

 後遺症の予防のためにはワクチン接種が有効との報告も多い。 

 英科学誌ネイチャー姉妹誌の論文では、マウス実験の段階だが、ワクチン接種によって

脳の炎症が抑えられたと報告した。再感染してもその効果が持続したことから、後遺症の

予防にもつながるとみられている。 

 スウェーデン・イエーテボリ大の研究チームはワクチンによる後遺症の抑制効果を具体



的に明らかにした。英医師会誌に発表した論文では、未接種者に比べて、1 回接種した人

は 21％、2回だと 59％、3回以上では 73％ほど後遺症の発症を抑える効果がみられたと報

告した。 

 岐阜大の下畑享良教授（脳神経内科学）は「ワクチン接種が想像以上に後遺症抑制に効

果的であることを多くの人に知ってもらいたい」と強調した。 

 国の後遺症に関する「診療の手引き」の編集委員で、愛知医科大の牛田享宏教授は「後

遺症の患者は、血液データなどから明確な異常が見えにくいことが多いため、治療法の選

択が難しい。症状も多様で、根本的な治療法は確立していない」と説明する。その上で「後

遺症を抱えながら、仕事や社会活動に復帰するため、時短勤務や産業医の支援などが必要

だ。社会復帰できないと、さらに症状が悪化するという悪循環に陥りかねない」と話した。

【渡辺諒】 

 

新型コロナ感染者、8週連続で増加 厚労省「定期的な換気を」

 

厚生労働省は 19 日、全国約 5000 の定点医療機関から 8～14 日に新たに報告された新型コ

ロナウイルスの感染者数は計 4万 4178人で、1医療機関当たり 8・96人だったと発表した。

前週比 1・29 倍で、8 週連続で増加した。能登半島地震の影響で、石川県の一部の報告は

含まれていない。 

 厚労省担当者は「寒い日が続き、暖房器具を使用する機会が多いと思うが、定期的な換

気を心がけてほしい」と話した。 


